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　(1) 学力に関すること。
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　(3) 体力・健康に関すること。
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　学校評価を行う際、評価項目ごとに「成果指標」と「取組指標」を設定し、取組状況と取組によって表れた成果に
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令和６年度　学校評価　品川区立八潮学園

評価項目１　学力に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

　品川区学力定着度調査において、全学年、
全教科において、ポジティブな経年変化にす
る。

  前期課程では、理科・社会の科目が昨年度の結果を上
回っており、後期課程では、国語の結果が昨年度を上回っ
た。基礎学力の定着に向け、間違いが多い問題などを授業
内で復習する時間を設けていく計画をしている。

B

　授業規律についての児童生徒の心得をHP
上で周知徹底し、学期ごとに学級集団の状況
を振り返り、二者、三者面談で家庭とも連携し
て振り返りを行う。

　日頃から、基本的な学習規律の定着に向けて、継続的に
指導を行っている。特に、毎日の提出物や忘れ物について
は、その都度指導を行っている。また、保護者面談、学年だ
よりなどを通して、保護者への協力を呼びかけている。

B

　児童生徒が学びの文脈を捉え、学習に意欲
的に取り組めるように、各教科や市民科学習
での学びの成果を発表する場、活用する場を
設定する。

　どの授業においても、児童生徒の学ぶ環境づくりを第一
の目標として授業運営を行っている。また、日頃の授業の
みならず学習成果発表会などの学校行事においても、そ
の学びの成果を発表する場を設定している。

B

　児童生徒が自ら学びを深め、メディアセン
ターの月間平均貸出冊数を、前期4冊、後期
0.5冊を上回る。

　メディアセンターにおける貸出冊数は、前期が2.85冊、
後期が0.3冊と目標値には満たなかった。

B

　１人１台端末を利活用して「答えさがし」から
「答えづくり」の授業改善を進める、令和５・６
年度の、品川区研究学校の発表に向け、現改
善を図る。

　1人1台端末を活用した授業改善の在り方についての令
和５，６年度の品川区研究発表はその状況を十分に伝える
有効な発表会であった。 B

　区学力定着度調査、全国学力・学習状況調
査の分析を行い、児童生徒にフィードバック
し、授業改善を図っている。

　区学力定着度調査、全国学力学習状況調査の結果を踏
まえ、学年会で実態を共有した。児童生徒の実態を意識し
た学習指導を計画・実施している。 B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・ICTを効果的に利活用し、各教科の目標に迫るために授業改善を行う。
・授業規律を確立し、１～４年では１コマ４５分の学級担任制、５～９年では１コマ５０分の教科担任制の特性を生かし、基
礎基本の定着を図る。
・児童生徒の実情に応じて、習熟度別少人数指導など様々な学習形態を生かした授業を行う。
・品川コミュニティ・スクールとして、地域人材を活用した授業を推進して意欲を高めるとともに、地域未来塾を活用し、
学習の支援が必要な児童生徒について適切な支援を行う。

今後の課題と改善策

重点目標

評
価
指
標

①

   教育計画にある「生活のこころ」を全教職
員が共通理解して実践していく。多くの児
童生徒にとっては、良い効果を上げてい
る。一部、学習規律の確立が困難な児童・生
徒もおり、一人の教員だけで把握、統率す
ることが難しいケースがある。ｴﾄﾞｹｰｼｮﾝｱｼｽ
ﾀﾝﾄ、さぽーと品川などの学習支援員、介助
員などの力も借りつつ、保護者への協力も
要請している。
　指導方法に関する教職員向けの児童生徒
の興味・関心が高まるような研修も実施し
ていく。

　国語科の授業や委員会活動などを通し
て、読書の大切さを伝え、読書の機会を増
やす。
　１人1台端末を積極的かつ効果的に活用
し、児童生徒の興味・関心を引き出すため、
各学年で指導法や教材を共有していく。さ
らに、DX推進委員会を中心に効果的な活
用法の研修をしていく。
　区学力定着度調査、全国学力学習状況調
査の結果を踏まえ、各教科とも年間の学習
指導計画を見直し、学習指導内容の精選を
行っていく。



令和６年度　学校評価　品川区立八潮学園

評価項目２　人間性や社会性に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

　区保護者アンケート「現在通っている学校に
満足している」について、肯定的な評価（４段
階の最上位）の割合を50%以上とする。

区保護者アンケート結果では、「当てはまる」と「どちらか
というと当てはまる」を合わせると本項目の肯定的評価
は、７８.１%であり、当初の指標は達成することができた。 B

　市民科学習のねらいの達成状況や課題につ
いて、市民科授業地区公開講座、学園だより、
学年だより、キャリアパスポート等を通して、
家庭や地域と共有する。

　1年から９年までの各学年の市民科学習の状況において
は、カリキュラム部を中心に指導計画、実施状況を把握し
ている。また、市民科授業地区公開講座やキャリアパス
ポートをとおして、家庭や地域と内容を共有している。

A

　教職員、児童生徒が、来訪者に継続して自ら
あいさつする風土を醸成するため、教職員、
児童生徒会等でキャンペーンに取り組んでい
る。

　あいさつキャンペーンなどを通して、児童生徒があいさ
つをすることの大切さを感じる。定着までは、至らない児
童生徒もまだいるため、長期的かつ具体的に取り組むこ
とを考え実践していく必要があると考える。

B

　区保護者アンケート「コミュニティスクールの
取組は良い」と肯定的評価（４段階の上位２項
目の合計）の割合を、90%とする。

　区保護者アンケート結果では、本項目の肯定的評価は、
90.2%であり、当初の指標を達成することができた。

A

　連合自治会、青少年対策など、地域の行事
への参加を促すため、広報・啓発活動を工夫
している。

　PTA活動の一つとして、青少年対策八潮地区委員会主
催の「元気いっぱい！夏休みラジオ体操」のお知らせを出
して、児童生徒の多くの参加を呼びかけている。また、恒
例となっている「八潮まつり」にも多くの児童生徒の参加
を募っている。

B

　SDGｓに関連して、児童生徒会を中心に自
治活動に取り組み、地域、保護者を巻き込ん
でいる。

　「品川コミュニティ・スクール　DAY」では、　『みんなが安
心安全に通える学校づくり（防災、交通安全、学校生活）』
というテーマで児童生徒会と地域、保護者の方で熟議を
おこない、SDGｓの取組をした。

A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

　コミュニティスクールを中心として、地域
と学校をつなぐ取組を行っている。
　八潮まつり、夏休みラジオ体操などＰＴＡ、
地域とも連携を密にすることができた。
　また、「品川コミュニティスクールＤＡＹ」に
おいては、防災、交通安全、学校生活につ
いて校区教育協働委員の方々も熟議をす
ることができた。八潮地区の実情をよく把
握して、コミュニティスクールの機能を十分
に生かして、次年度へつなげていきたい。

・児童生徒同士や教職員同士、教職員と児童生徒がより良い人間関係の中で学校生活を展開できるように、
様々な活動を通して互いに学び合える態度を育成する。
・学校行事を計画的に実施し、協力する体制を作り、ブロックごとの節目を生かして指導の重点化を図る。
・市民科学習では、児童生徒がより良い社会の一員となるための道筋を示し、豊かな教養と人間性を育てる
学習を展開する。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

　市民科の学習を中心として、児童生徒一
人一人が「自らの生き方」を見つけより良
い人生を過ごすための指針を見つけ出すこ
と、また、挨拶、返事、学校や社会のルール
を守るなどの規範意識の育成を目標とし
て、日々の教育実践を行っている。
  保護者の学校に対する満足度をあげるた
めに、アンケートのそれぞれの項目を細か
く精査して、課題を整理して改善策を考え
ていく。
　

①



令和６年度　学校評価　品川区立八潮学園

評価項目３　体力・健康に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

東京都運動能力テストにおいて、東京都教育
委員会が示す、各種目の具体的目標値をすべ
ての学年で上回る。

　全学年を通して東京都の数値を下回っている傾向が見
られる。今後実施の前に準備の時間をとったり意識を高
めるような活動が必要であると学校保健委員会で話が挙
がった。

C

「品川スポーツトライアル」「ワンミニッツエクサ
サイズ」に年間を通して、継続して取り組んで
いる。

　 「品川スポーツトライアル」「ワンミニッツエクササイズ」は年間
を通して、継続して取り組んでいる。運動能力テストの結果で伸
び悩んでいる種目を「品川スポーツトライアル」で選び、強化し
ている。

B

運動会や長縄大会、体育の授業を通して、
運動に親しむための取組を行っている

　短縄跳びや長縄跳びの指導を行い、運動に親しむことを目標
に掲げたため、児童生徒が意欲的に取り組んだ。また、テクニカ
ルアドバイザーによる指導の工夫でも運動に親しむ取組ができ
た。

B

児童生徒は、自らの健康に関心をもち、歯科
のう歯保有率を前期課程８％以下、後期課程
９％以下にする。

　う歯保有率は、前期課程では、９％、後期課程では８パーセン
トであった。秋の歯科検診、独自の「保護者向け歯の調査」を通
して、う歯の早期発見、治療に努めている。 B

保健委員会、給食委員会の意識を高めて、給
食後の歯磨きタイムの充実を図っている。

　給食後の歯磨きタイムに歯磨きの習慣が付くように、全校児
童、生徒への働きかけや保健だよりによる啓発を継続しておこ
なっている。 B

児童生徒の健康状態を把握し、学校保健委員
会を行って校医の意見をもとに、教育課程に
反映している。

　児童生徒の健康状況は、養護教諭を中心に把握に努めてい
る。学校保健委員会において校医へ必要に応じた指示を仰ぎ、
適切な指導を行っている。学校保健委員会や保護者会、「ほけ
んだより」などをとおして、情報提供や情報共有をする機会を
増やし、学校と保護者が連携を深めていく必要がある。

B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

・人生100年時代を幸せに生き抜くために、生涯にわたって健康への意識を高める。
・義務教育学校の９年間の活動を見通して、計画的に、児童生徒が体力づくりに取り組めるようにする。
・保健・安全について、望ましい習慣と知識技能を身に付けさせる。
・運動の機会を自らつくり、健康状態を自覚し、調整できるように指導する。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

②

①

　運動能力テストの結果を分析して、課題
解決に向かうための工夫を続けていく。体
力増進は、生涯にわたって健康への意識を
高める上ではとても重要なことである。区
の進める「品川スポーツトライアル」「ワンミ
ニッツエクササイズ」の内容は体力増進を
考える上で、非常に効果的である。生涯教
育の一環としても家庭とも連携をしながら
進めていく。

　病気の実態が見えない「生活習慣病」など
を理解させるために、発達段階に応じた保
健指導を実施して、「自分の体は、自分で気
を付けて大切にしていく必要がある」とす
る実感がもてる経験を今後も積ませてい
く。歯と口の健康づくりを今後も継続し、検
診結果をもとに、発達段階に応じた内容に
取り組んでいく。
　学校保健委員会においては、以下の３点
について、体育委員会、給食委員会、保健
委員会の代表児童生徒、保護者を交えた情
報交換の場として今後も継続していく。
　①課題提示　　②取組経過報告
　③実践報告と評価



令和６年度　学校評価　品川区立八潮学園

評価項目４　いじめの防止の取組に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

　「どんな理由があってもいじめは許されな
い」と考える児童生徒を１００％にする。

　学級、学年だけではなく、学校全体で組織的にいじめ問題に対して
指導したり、気になる場合に対応したりすることができている。小さ
なことも見逃さず、連携して対応している。 B

　いじめ防止推進法に基づき対処し、週１回
の情報交換のためのブロック連絡会を行い、
情報共有を図り、組織的な対応をする。

　各ブロック連絡会を週１回開催し、児童生徒一人一人の状況をきめ
細かく把握し、生活指導主任を中心に適切な指導方法を考えた上で、
児童生徒へアプローチを行っている。 A

　品川教育の日、校区教育協働委員会、地域
健全育成運営協議会等を通して、PTAや、地
域、関係諸機関と連携を深め、いじめ防止に
取り組んでいる。

　本校区教育協働委員会をはじめとして、地域との連携を密接にし
て、いじめ防止については情報共有のみならず、適切な改善策を打ち
出している。特に、品川教育の日では、校区教育協働委員と教職員が
いじめ防止の取組などについて話し合うことができた。また、必要に
応じて、ＰＴＡへも周知し、地域全体で本学園の児童生徒の有意義な
学校生活の保障をするために協働している。

B

　いじめDアンケート等の結果の分析に基づ
き、児童・生徒一人一人を観察して個人的な
指導、いじめが起こりにくい集団づくりに取
り組んでいる。

　日々のデイケン、年３回のいじめDアンケートを通して、児童生徒一
人一人の状況を細かく把握している。人権感覚、人権を守った行動が
いじめ防止につながること意識するように指導を継続している。ま
た、タブレット使用に関わるマナーや使い方等の情報モラルやリテラ
シーについても繰り返し指導している。

B

　アンケート等で学校生活に課題を抱えてい
ると答えた児童生徒に対し、その理由を聞き
取りながらていねいに寄り添った支援をして
いる。

　アンケート結果を基に、複数の教員で児童生徒の声を聴く機会を増
やして不安や相談に早期に対応できるようにしている。児童生徒の
様子を学年・学校全体で見ていき、支援する意識をこれからも継続す
る。 B

　異学年でのお世話活動を通して、校内での
居場所づくりを進め、自己有用感を高めるた
めに取り組んでいる。

　2か月に1回の「たてわり班活動」をとおして、異学年交流活動を
行っている。また、学校行事でも異学年を意図的に実施し、自己有用
感を高める取組をしている。 B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

 　今後もアンケートの分析、スクールカウン
セラーとの連携などを通して、児童生徒一
人一人の状況を細かく把握していく。
　「たてわり班活動」を継続して、児童生徒
の心に「思いやり」の心をもたせ、自尊感
情、「自分を大切に思える気持ち」の育成に
力を入れる。

重点目標
・いじめや不登校などの問題では、早期発見と早期対応に心がけるとともに保護者や関係諸機関とも連携を深
め、粘り強い指導を実践する。
・いじめや暴力を許さない学校の体制を築く。

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

　「いじめ」が疑われる事案が発生した場合
は、生活指導部を中心に組織的に早急な対
応を行う。具体的な方策を「見える化」し、
保護者に周知する。日頃の学校と保護者と
の信頼関係こ構築を十分に行い、何でも話
せる雰囲気づくりに努める。また、校区教
育協働委員会や地域とも連携を密にして、
適切な方策が取れるような環境づくりにも
力を入れる。
「いじめ防止基本方針」をホームページに掲
載して、保護者、地域など多くの方に本校
の方針をお知らせしている。
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評価項目５　（特色ある教育活動に関すること）

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

　夢プロジェクトとして紹介した取組に
１０％の生徒が応募、参加する。

　夢プロジェクトの取組は、夏季休業中に希望者を募る
スタイルにしたが、生徒も部活動などそれぞれの予定が
あり、１０％までの参加率はなかった。 C

　教職員が、夏季休業中等を活用して取り組むことがで
きる作文、絵画、写真、動画の募集を、端末を通じて、全
校児童生徒に紹介している。

　教職員は、１人1台端末を通して、全校児童生徒に募
集の紹介は行ったが、それほど集まらなかった。 C

　ホッケーオリンピアンの指導、ブラインドサッカー体験、
ボッチャなどの活動を継続して行っている。

　スポーツ振興課の元ホッケーオリンピアンを招いての
「ホッケー教室」(５年）、ブラインドサッカー体験（8年）
で実施をした。 B

　「ふるさと八潮」を推進し、自らの夢を育てていくため、
児童生徒代表者会が地域と連携して取り組んでいる。

　近隣の明晴学園との児童交流、また、「八潮清掃」や
「八潮まつり」などをとおして、地域との連携を行った。 B

　品川コミュニティ・スクールの機能を十分に生かした授
業づくりを推進する。

　ゲストティーチャー招聘や家庭科の学習ボランティア
等、教育課程の様々な場所で、コミュニティ・スクールの
機能を生かした授業づくりを推進している。

A

　学校地域コーディネーターと連携し、授業に外部の人
材を積極的に活用している。

　学校地域コーディネーターを中心として、品川未来塾
や本校の特色ある教育活動において、日程調整や人員
の確保に努めてもらっている。 B

　保幼義連携として、八潮５園との連携を一層強化し、就
学前の教育との連続について取り組んでいる。

　8学年の職場体験の体験先の連携、近隣幼稚園、保育
園の小学校体験の受け入れ、または、学習成果発表会
に幼稚園、保育園の園児を呼ぶなど連携をしている。 A

　教員が東京都立産業技術高専と連携し発達段階にあっ
たものづくりの実施に向けて調整を進めている。

　学年の担当、学校地域コーディネーターと連携し、準
備物の用意、日程調整、学習計画などを連携して進め
ることができた。 A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

　「夢プロジェクト」の取組から「多様性理解・
多文化共生」事業へ転換する。
　本事業の様々な多様な人たちとの触れ合
いをとおして、「共生社会の実現」に向けた
取組を行う。異なる文化や多様な価値観を
理解し、尊重する力を育むことを目標として
いく。
　また、これらの取組を通して、児童生徒が
自分の価値を認識して、自己肯定感を高め、
自信をもって社会を生きていく力の育成も
目指していく。

　今後も学校地域コーディネーターを中心に
外部人材の活用を計画に行い、効果的な教
育活動の推進を図っていく。学校内組織に
おける学校地域コーディネーターの位置付
けを明確にし、教職員との情報共有ができ
る環境づくりをさらに充実させていく。

・「夢と力を育む八潮学園」を標榜し、具現化するため、「夢プロジェクト」を行う。
・八潮地区唯一の学校として、すこやか園、東京都立産業技術高等専門学校と連携し、家庭と地域と共
に歩む学校を目指す。
・学校DX（デジタルトランスフォーメーション）を進め、児童生徒、教職員が生き生きと活動する学校を
目指す。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①


